
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あなたは、ブルネルを知っていますか？  

オリンピックの開会式にブルネルが登場した意味は？ シェイクスピアの「驚きの島々」とは？ 

◆今年 2012年 7月 27日に行なわれた  

ロンドン・オリンピックの開会式では、

“The Isles of Wonder”「驚きの

島々」と題した、英国の歴史を象徴

的・幻想的に描いた絢爛たるスペク

タクルが演じられました。◆この

式典には、偉大な英国人として 

チャーチルに次ぐ人気を誇る、19

世紀に活躍したエンジニアのイザ

ムバード・キングダム・ブルネル

（1806～1859）に扮した俳優が

登場し（写真）、「怖がることはない。

島は雑音でいっぱいさ」という、シェイ

クスピア劇『テンペスト』の一節を朗読しま

した。◆この講演会では、千葉大学でブル

ネルの技術史を研究する佐藤建吉とシ

ェイクスピア演劇を研究する篠崎実

が、英国のブルネル大学からのゲス

トも迎え、ブルネルとシェイクスピ

アが取り上げられたこのスペクタ

クルを読み解きます。◆ブルネル

は 53 年の短い生涯に、未来を先

取りした多くの技術開発を挑戦的

に行いました（裏面参照）。現代社

会は、多くの課題を抱えていますが、

ブルネルの挑戦心を知ることは、その

解決のための勇気を、私たちに、与えて

くれることでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

on/from-to  Fri. 26. Oct 2012/18:30-20:30 

at 日比谷図書文化館/大ホール 

○ オープニング／18:30～18:40 
Kevin Knappett（英国大使館／科学技術部長）  

○ ブルネルってどんな人／18:40～19:10 
佐藤建吉（ブルネル・スピリット研究会／千葉大学准教授） 

○ シェイクスピアとの関わり／19:10～19:30 
篠崎実（英文学者／千葉大学教授） 

○ ゲストスピーチ／19:30～19:40 
Tadeusz Stolarski（機械工学者／ブルネル大学名誉教授） 

○ トークセッション／19:40～20:10 
佐藤建吉 vs 篠崎実 vs Tadeusz Stolarski  

○ ディスカッション／20:10～20:25 （全員） 
○ クロージング／20:25～20:30  （ゲスト） 

特別講演会 12-152 

ブブルルネネルルととシシェェイイククススピピアアのの「「驚驚ききのの島島々々」」  
― ロンドンオリンピックの開会式での演出を読み解く― 

主催：日本機械学会 （企画：技術と社会部門 ブルネル・スピリット研究会） 

後援：日英協会・英国大使館・千葉大学 

 

 

 参 加 費  

日本機械学会 

会員：1000 円 

学生員：無料 

一般：1500 円 

学生：500 円 

当日、会場の受付で    
お支払い下さい。 

 お問い合せ  

佐藤 建吉 

（ブルネル・スピリット研究会） 

E-mail: 
brunel.spirit@gmail.com 

TEL: 043-290-3215 

FAX: 043-290-3215 

http://www.jsme.or.jp/ 
event/event.php 

http://hibiyal.jp/hibiya/access.html 

オリンピックベル 
William Shakespeare 

(1564-1616) 

http://upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/9/95/2012_Summer_Olympics_opening_ceremony_2911.jpg
mailto:ksato@tu.chiba-u.ac.jp
http://www.jsme.or.jp/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ss Great Eastern under construction in 1857-58   

Isambard Kingdom Brunel  
(1806-1859) 

Kenneth Branagh 
who played the role of Brunel   
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